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3月8日 読売新聞が f水族館ノtックヤード体験Jと「水族館磯採集体験J (4、
5、6月実施分)について電話取材した(掲載日未確認)。











4月17日 びあイベントパンク(イベント情報インターネ ッ トサイト)に「水族
館磯採集体験Jと「水族館パッ クヤード体験」の実箱要綱を登録した。


















日本テレビ(スタッ フ3人)が 1億人の大質問!?笑ってこらえて!J 
の収録で取材した。
fしらはまの海の生き物から学ぶJ (白浜町中央公民館との連携講座)の
講演会 (19:30-21 : 00、参加者24人)を、中央公民館集会室で行った。演者
とタイトルは、田名瀬英朋元助手 f白浜の渚から:私見、生き物たちの盛
衰抄J、白山義久教授・センター長「海にかかわる地球環境問題」。















7月23日 紀伊民報が連載記事「ふるさと探訪j で取材した (8月1日付)。
7月31日 読売テレビがアンドンクラゲの標本とミズクラゲのポリプを取材した

























3月4日-7日 第l水槽棟の水冷ウォーターチリ ング、ユニット用冷却水ホンプ(1.5 k 
W) を整備し、消耗部品の交換を行った。
3月10日-4月10日 第2水槽棟のNo.3海水循環ポンプ (3.7 k W)を整備し、消耗部品の交換
を行った。この間、 No.2とNo.4ホンプの交E運転を行った。
4月7日・ 8日 第l水槽棟のNo.2海水汲み上げポンプ (5.5kW)の更新工事が、業者に
よって行われた。






5月8日・ 9日 第l水槽棟のNo.1海水汲み上げホンプ (5.5kW)の更新工事が、業者に
よって行われた。
5月8日-22日 第2水槽棟のNo.2海水循環ホンプ (3.7kW) を整備し、消耗部品の交換
を行った。
5月21日 223号水槽のガラス面結露水を排出する樋を補修した。
5月21日一6月10日 第4水槽棟のNo.3海水循環ポンプ (5.5k W)を整備し、消耗部品の交換を行っ
た。この間および10月28日まで、予備のNo.2海水循環ポンプを運転した。
6月 4日一12日 地下重油タンク上部スラブのセメ ント張替え工事が、業者によって行われた。
6月16日・ 17日 第4水槽棟観覧通路の非常口扉の改修工事が、業者によって行われた。
7月16日 ・19日 第4水槽棟のNo. 2~4熱交換器が詰 り傾向にあるため、分解掃除が業者
によって行われた。













椿棟の各循環系統、第 3 、 4水槽棟の第 2~4循環系統を 19 ~2 1'cに維持し
12 
た(水温下降に伴う冬運転の開始)。
















ツカサウオは、 2007年 I1 月~ 12 Jにみなべ町堺漁港のエビホIJ網にか治、っ
た ものを購入したむの。 その後4月16日に、オキア ミに餌付いたマ ツカサ
ウオ15尾を410-1号水槽(rキンメ 少イ目 J)に収容した。















長約 90cm) が同居してい る。 そ の後、年末 ま でに 1~ 2 fl関山 ~Il を 20問 、計
34側海んだυ なお、このノド槽では、水温を年中15-16Cに維持している。





があった。オーバーフローネ ソ卜がはずれ、 管内にヤセエビスか入 門込
んだのが原因。
バネル「写真で紹介 京都大学白浜水族館J (A 1、2枚)を作製し、第
3水槽室東側壁面のパネル展示コーナーに掲示した。
アカイセエビ(雄、303号水槽)が脱皮した。本個体は、2007年1月27






3月29日 マタコ (208号水槽)の死亡に伴い、よし善商庖より l個体 (800g )を
購入し展示した。
3月31日 ナヌカザメ l尾が、 407号水槽に吊り下げていた卵から卵字化し、 302号水

































































































授、 「底生生物の百面相 サブミリの大きさの動物たちj 白山義久教授、





















































































































































































































































2月4日 加藤哲哉技術職員が、 「水産試験場成果発表会J (和歌山県農林水
産総合技術セ ンタ一、財団法人わかや 主産業振興財団共催、田辺市紀南
文化会館)に出席した。
3月l日 加藤哲哉技術職員による「瀬戸臨海実験所水族館 f冬休み解説ツアーJJ 









7月1日 尾池一夫総長一行をパ ック ヤードも含めて案内した。また、財務部職員
2名を地下の漏過槽室に及んで案内し、亀裂・漏水箇所を中心に説明した。
12月17日 ウシエピ3個体を、名古屋港水族館へ寄贈した(名古屋港水族館飼育係
2名が車で来館)。
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